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第３９７回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ５番 １ 放射性物質除去について 市 長

水 落 孝 子 平成２４年度の行財政運営にあたり、施政方針が発

（一問一答） 表された。この中で、市民が安心してくらし、生業が

維持でき、将来に明るい希望を持てる白石市のために

欠かせない問題は、放射性物質による汚染の除去と安

心できる食物の生産、風評被害を含めた損害賠償と考

える。

除染方針が示された。そこで、

① 除染の対象区域は１ミリシーベルト／年（測定値

０．２３マイクロシーベルト／時）および、地表面

から１ｍの高さとなっているが、現在この値を下回

っている地域、施設等は対象になるのか？ならない

のか？

② 放射性物質の吸収抑制効果のあるカリ肥料の配布

で、２４年産米を、改正される食品基準を満たすこ

とになったが、汚染状況が違う水田でどこでも同じ

効果がでるのか？

③ 安心できる白石産米を他地域に胸をはってアピー

ルできるよう、放射性物質吸着効果のあるものを、

併用する必要はないのか？

④ 生業が脅かされている、牛・しいたけ・薪・炭・

観光、など自治体として実態調査はどのようになさ

れているのか？

⑤ 現在の「中間指針」では、出荷停止以前や、牛以

外は風評被害は認められていないが、この「中間指

針」の改善で市民の生業を守ることが自治体の仕事

と考えるが、市長の考えはどうか？

⑥ 果樹等を生産している方は、独自に高圧洗浄機で

幹の除染をし、秋の実りを待ちたいとの要望がある

が、助成は考えられないか？

２ 地域医療の確立について 市 長

施政方針に、地域医療の確立と健康づくり支援とし

て公立刈田綜合病院の経営健全化を支援するとあるが

① 支援策の内容を伺う。

② 白石市医師会と連携した地域医療ネットワークは

どこまで構築されたのか？

③ 休日・夜間の一次救急を望む声があるが考えを伺

う。

２ １１番 １ 平成２４年度施政方針について 市 長

小 川 正 人 (1) 「４万人都市復活大作戦」より「人・暮らし・環

（一問一答） 境が活きる交流拠点都市づくり」に変更した理由と

目的は何か。

(2) 交流人口の拡大には、観光振興の他に何を考えて

おるか。

(3) 伝統行事として七草の会をあげておるが、他にど

のような行事を考えておるのか。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

２ １１番 (4) 今後、工場用地を造成するのか、それともオーダ

小 川 正 人 ーメードでおこなうのか。

（一問一答） (5) 企業誘致活動の具体的方法は、白石高校、白石工

業高校の人脈活用を考えておるのか。

(6) 登別市、海老名市、白石区、南三陸町の子供達の

招待を検討すべきではないか。

２ 災害対策について

(1) 防災組織の名称、担当者の任命について

(2) 自衛隊、警察官ＯＢの採用を検討すべきではない

か。

(3) 職員の研修会派遣について。

(4) 職員の人材育成について。

(5) ガソリン、灯油、ガス等や生活用品の備蓄につい

て。

(6) 職員の子供さんをどのようにめんどうをみるの

か。

(7) 職員のユニホーム（作業衣）の制作について

（夏、冬、ジャンパー等）

(8) 職員の宿泊施設の確保

(9) 今後の災害訓練について、時期、場所、内容。

(10) 国旗、市旗の掲揚をすべきである、自衛隊旗、

警察旗を認めるか。

(11) 避難所として教室は利用可能か。 教 育 長

(12) 教訓の副読本を作成する考えはあるか。

(13) 入学式、卒業式の延期、中止を明文化し公表す

べきではないか。

３ ４番 １ 自治体クラウドの積極的導入について 市 長

管 野 恭 子 標記は地方公共団体がシステムのハードウェア、ソ

(一問一答） フトウェア、データなどを自庁舎でない外部のデータ

センターにおいて保有・管理し、ネットワーク経由で

利用することができるようにする取組みである。

２０１１．３．１１の東日本大震災では、自治体の

住民情報や戸籍データが流失し、自治体情報システム

の脆弱性が明らかとなり、官民問わず、”クラウド”

が注目されている。

一般にクラウドは災害に強い堅牢な施設内のコンピ

ュータ資源を使って運用されるので災害対策の一つに

なる。

総務省は、２００９年度から、自治体クラウド開発

実証事業を実施し、コスト面でも大きな削減効果があ

り、運用面でも技術的な実証結果が得られたとしてい

る。

本市においても、積極的に導入の検討をすべきと考

えるが、見解を伺う。

２ 防災対策計画について

標記の件についてはより多くの方々の声を反映させ

るべきであるが、特に日常生活を多様な面で支える女

性の意見を積極的に取り入れることが重要である。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ ４番 ２０１１．３．１１の大震災の避難所では、女性や

管 野 恭 子 子どもへの暴力も多数発生しているが避難所の配慮あ

(一問一答） る環境づくりで回避することも可能であると考える。

よって次の２点を本市も積極的に実施していくべきと

考えるが、見解を伺う。

① 標記関係会議のメンバーに一定割合の女性を入れ

ること

② 「女性の視点からの防災対策」マニュアルの策定

４ ３番 １ 白石市の「放射能対策」について 市 長

沼 倉 昭 仁 (1) 「除染計画」の策定について。宮城県は、国の「汚

（一問一答） 染状況重点調査地域」に指定された県内８市町のう

ち石巻市を除く７つの市や町で４月から「除染」を

開始する方針を明らかにした。

既に、昨年の８月に国から「市町村による除染実

施ガイドライン」により「除染」の方針が出されて

おり、「除染」の「実施計画」に含めるべき項目と

しては、期間、目標値、優先順位、詳細調査、実施

主体、方法、仮置き場、結果の公表などに集約され

ている。白石市の「除染計画」では、どのような体

制で「計画」づくりをしているのか、その概要をお

伺いする。

(2) 食品測定について。白石市は、消費者庁からの食

品測定器の無償貸与により１台、また、食品の測定

器を独自に購入することで、１月から２台の食品測

定器を配置することにより、市民が生産した自家用

の農林産物や学校給食の食材を測定する体制を整え

たとされる。

そこで、学校給食も含めた測定方法の詳細な内

容、また、その測定結果をどのように分析している

のか、さらに、白石市で独自に購入した機器を現在

の機器に選んだ理由をお伺いする。

(3) 「健康調査」について。子どもたちの内部被ばく

量を確認する健康調査については国や県に要望をし

ているとのことだが、どのような健康調査を要望し

ているのか、また、健康調査について、白石市独自

に実施する考えはないのか、お伺いする。

５ １３番 １ 平成２４年度施政方針について 市 長

山 田 裕 一 １． 本年度を「復興元年」と位置づけ、昨年９月に 教 育 長

（一問一答） 策定した「白石市東日本大震災復興計画」に基づき、

被災者の一日も早い生活の再生、地域産業の再建、社

会資本の復旧、福島第一原子力発電所事故への対応を

最優先課題とされている。そこで以下市長の所見を伺

う。

(1) 当市において国の復興特区をどのように有効活用

し、復興に繋げていこうとされているのか具体的に

示していただきたい。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

５ １３番 (2) 市道や公共下水道の完全復旧計画を示していただ

山 田 裕 一 きたい。

（一問一答） (3) 「汚染状況重点調査地域の指定」を受けた県内４

市４町の首長で構成する「除染対策連絡調整会議」

の設置によりどのような連携を考えておられるの

か。また、市長の放射能対策に対しての率直な思い

をご披露いただきたい。

２．子育て支援事業の強化について

当市では平成２４年度より、子育て家庭における経

済的な負担軽減を図るため、入院に係る医療費の一部

について助成対象者を中学校卒業相当の年齢まで拡大

する「子ども医療費助成事業」を開始する。財政面と

の兼ね合いの中で市政運営に苦慮されていることは重

々承知している。しかし、将来の日本を背負う子ども

達の生活環境の充実として、小中学校や幼稚園・保育

園など全ての教室に夏場の暑さ対策による学習環境の

改善を図るために扇風機を設置してはどうか。

３．学校教育の充実として掲げられている施策につい

て以下の所見を伺う。

(1) 幼稚園・保育園・小学校の連携体制の確立とは、

どのような連携体制を見込んでおられるのか。

(2) 防災教育研修会や防災教育主任の配置により防災

教育がどのように徹底されるのか。

(3) 英語教育の充実やアニメなどデジタルコンテンツ

を活用し、個性ある教育環境の充実を図る。とある

が、具体的にどのような教育環境を目指しているの

か。

６ １５番 東日本大震災の教訓として 市 長

大 野 栄 光 １ 災害時指定避難所の見直しと安全確保について

（一問一答） ３月１１日あの大震災が発生してもうすぐ一年が経

とうとしています。少しずつ市民の生活も元に戻りつ

つありますが、度重なる余震に不安は残ります。今、

改まって振り返ってみると自然の脅威の前にはなすす

べもなく、ただ揺れに耐える事のみでした。自宅に不

安を感じた人達は福岡では中学校の体育館に避難され

３００人程になり、自治会長さん始め、地域の方達は

ある限りの米を出し炊き出しに、暖房に奔走したと言

います。今思えばよく乗り越えたとも言ってくれまし

た。

そんな教訓を元に避難所の運営の在り方や市民の安

全確保にも見直す点もあると思いますが以下の点につ

いての見解をお伺いいたします。

(1) 避難所に集まる人達を分散するためにも、もっと

地域の集会所等を活用すべきではないか。

(2) 農家の方達と米や野菜、水等の食料支援提携も必

要ではないか。

(3) 支援物資として頂いた毛布等も一定期間備蓄する

べきではないか。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

６ １５番 (4) 独り暮らしの高齢者の方達がしばらくは声も掛け

大 野 栄 光 てもらえず不安な毎日を過ごした。又長期停電にお

（一問一答） ける在宅にて酸素、吸引等の医療行為を行っている

人達の安全確保等は。

２ 消防団員の安全確保と他町村への支援活動につい 市 長

て

この度の大震災で県内の消防団員が１００名から殉

職されました。日常の災害マニュアルに沿った活動の

結果の痛ましい犠牲と思われます。当市においても過

去に山の崩落や水害等もありました。専門家を講師に

活動の安全確保の判断基準の検討会等を行う事も必要

なのではないか。

又、先日大河原において２市７町の消防団幹部研修

が行われました。亘理、山元の消防長を経験した方が

３月１１日の発災の様子をスライドに写し、語ってく

れました。近隣市町で大変な事が起きていた事、現場

責任者ならではの惨状を改めて知らされました。福

岡、奈良、滋賀、名古屋等からの消防も応援に来て頂

いたと、又近くの消防団からも応援頂き大変助かりま

したと御礼を述べておられました。

当市においても近隣市町の大災害発生地に消防団の

応援があってもよかったのではないかと思いました

が。

以上２点ご所見をお伺いいたします。

７ ８番 １ 放射能汚染対策について 市 長

佐久間 儀 郎 今般、平成２４年度施政方針において、本年度を

（一括質問一括 「復興元年」と位置づけ、復旧・復興を最優先課題と

答弁） するとともに、福島第一原子力発電所事故によって本

市にも、『放射能汚染と風評被害が産業全般にわたり

甚大な影響を及ぼしており、健康面からも市民の放射

能に対する不安は根強い』とのご認識をもって、環境

問題や農畜産物被害への対応など放射能対策に全力で

取り組むことを風間市長は表明されました。

そこで、最初に、昨年１２月２８日に国から汚染状

況重点調査地域に指定をうけ「白石市除染実施計画」

の策定作業を鋭意進めていると思います。去る２０日

の行政報告で「白石市除染方針」が配布され方針に基

づいて除染計画策定を目指すとされましたので、この

方針にも触れて計画策定等についてお尋ねします。方

針には除染の対象として、森林及び河川は国の方針と

効果的手法が確立してから方針を追加するとし、農地

は、「放射性セシウムの吸収抑制効果のあるカリ肥料

を全耕作水田に配布する。深耕作等の有効性について

検証する」と表記しています。これは、農地９０箇所

の土壌調査の検査結果から判断されてのことと推測し

ますが、いま農家の方々が知りたいのは自分の田畑の

放射線量と今後の見通しでありましょう。そこで、①

土壌調査結果をお知らせすべきで、公表しない理由は
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７ ８番 何なのか。また②ゼオライトも有効というが、カリ肥

佐久間 儀 郎 料の散布に決した理由、③畑地への散布はしないのか

（一括質問一括 ④この散布は、単年度だけの事業であるのか、⑤住民

答弁） 説明会のおおよその予定。⑥除染対策連絡調整会議等

との連携，⑦「県南サミット」ではどのような議論が

あり、本市の提言、要望をされたのか。

次に、新たな「食品の放射能規制」に関連しての質

問です。これまでの暫定基準値の４分の１から２０分

の１までに４月から厳格化するとの決定があり、安全

・安心の確保に一段と留意されたことが高く評価され

ています。反面、農畜産物生産者にとっての影響度合

いが大きいだろうと心配するむきもございます。コメ

について農林水産省では、１１年産コメの検査で新基

準値（１㎏当たり１００ベクレル）を超えた地区につ

いて『作付け制限を行うかどうか十分検討する必要が

ある』としています。

本市では１２年産のコメ作りを実現するよう行政は

万全の体制を敷かなければなりません。また、コメ以

外でも暫定基準値を上回る農作物は現在でも確認され

ており、生産農家は今後の生産をどうするか難しい判

断を迫られています。例として角田市とともに本市産

の露地栽培の原木シイタケから国の暫定基準値（１㎏

当たり５００ベクレル）を超える放射性セシウムが検

出され、国から県を通じ本年１月１６日出荷制限の指

示がされました。このため、シイタケ栽培農家のみな

らず原木を納入する林業者が返品をうけるなど具体的

被害もでています。

こうした事態の変遷、情報把握と収集は十分になさ

れていると思いますが、風評被害だけにとどまらず実

害が発生しているわけですから、当然に、賠償問題に

発展することは必定です。一次的には東京電力、そし

て国への賠償請求になると思いますが、地域農業を守

る責任を負う身近な自治体行政としてどのように支援

するお考えなのか、生産者をバックアップするために

どのような行動計画をたてているのかをお尋ねしま

す。

次に、市民への健康影響調査についてお尋ねしま

す。施政方針において「健康面からも市民の放射能に

対する不安は根強い」とご認識されていることを指摘

させていただきました。それだけに今回、健康不安解

消、不安を払拭するための具体施策が発信されていな

いのを不思議に思っています。わたしが耳にした多く

の市民の声は「放射性セシウムの半減期３０年、それ

までは生存しているか分からない、もう自分たちは人

生の峠を越えたのだから、ある意味で諦めもつくが、

子や孫、若い人たちの将来が心配でならない」といっ

たものです。市の将来を担う子どもたちの生活環境を

除染するのは基本になりますが、これまでの子どもた

ちへの被ばく量は、大人なら誰もが気にしているとこ
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７ ８番 ろです。ましてや国から「汚染状況重点調査地域」に

佐久間 儀 郎 指定されたことで、心配の度合いが一層深まってきて

（一括質問一括 います。

答弁） わたしは、子どもたち並びに妊婦への健康への影響

度を市独自に調査する必要があると思っています。県

が設置した「健康影響に関する有識者会議」では、２

月１４日に丸森町筆甫、耕野両地区で行った検査結果

から「健康へ影響がみられず」とし、今後の調査継続

は不要と結論づけましたが、本市での受け止め方はど

うだったのでしょうか。これによって子どもたちの健

康は安心できると思ったのでしょうか。子どもたち並

びに妊婦への健康への影響度を市独自に調査すること

について、風間市長の所信をお尋ねします。

２ 「まちづくり交付金」等の取組みについて 市 長

施政方針において、地域コミュニティの活性化につ

いて、『地区公民館の管理運営を行っているまちづく

り協議会が行う地域コミュニティ活動に助言支援を行

い、「第５次総合計画」の地域計画において各地区が

設定した「まちづくり宣言」を実現する具体的な支援

方策や「まちづくり交付金」等の資金的支援の制度設

計に取り組んでいく』と表明された。この表現は前年

度と全く同じ文脈です。唯一異なるのは、制度設計に

着手が制度設計に取り組むとしている点です。

私は、昨年の２月定例会において、やはり「まちづ

くり交付金」等の資金的支援制度について質問してい

ます。市長からの答弁は、「交付金の交付額は白紙で

あるが、交付金の使途については「まちづくり宣言」

を実現していくために必要な経費、地域づくりの事業

実施にかかる経費の一部の財政支援を想定している。

各地区のまちづくり協議会の中で地域が必要としてい

る事業を出し合いながら、合意形成を図りながら使っ

ていただくのがよいと考えている。また、白石地区に

おいて支援先としてのまちづくり協議会がないため、

今後検討していくが、現時点では自治会連合会白石支

部が中心になろう」との考えを頂いていました。

制度設計に着手すると表明され既にまる１年経過し

ております、その間、勿論東日本大震災対応の非常時

であったことは理解していますが、それでも大筋、概

要はお決まりになっているのではないでしょうか。

『市民が主役になって地域をつくり、交流を楽しむ

まち』の目標をもって、市長の思いをどこまで制度化

されるのか多くの市民は注目しています。これまでの

作業を踏まえ、本市の「まちづくり交付金」の資金的

支援制度の設計状況、設計構想、交付金額、交付先な

ど、あらためて市長のご所信をお聞かせください。
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８ １番 １ 東京電力に対しての損害賠償請求について 市 長

澁 谷 政 義 昨年３月１２日以降、福島第一原発１号機・３号機

（一括質問一括 の爆発事故にて広範囲に撒き散らされた放射能物質は

答弁） 県境を越え，当市にも例外無く降り散らされました。

放射能汚染物質の除染作業には国が総力を上げて、

国民の放射能被害に対する不安を一日でも早く払拭で

きるようスピード感をもって実施されるよう切に願う

ものであります。

さて、事故の第一当事者の東京電力には、あっては

ならない重大な事故を起こした謝罪と、それに対する

補償の誠意すら感じられない。被害は、観光業や農林

業等に対する風評被害を始めとし、特に幼児から成長

期の子供達への健康被害等が取り上げられる中、当行

政も過大な業務負担等の被害を受けたことは事実であ

る。これらの全損害を積算、精査し賠償請求する考え

があるかをお伺いします。

９ ６番 １ 政策の具現化と計画の効率的推進のための財政の 市 長

沼 倉 啓 介 中長期計画の必要性について

（一括質問一括 新年度を復興元年と位置づけられ、その計画が示さ

答弁） れた。

それらは、長い取り組みとなると思われる。

自主財源の希薄な本市にとっては、それらを効率的

に進めるためにはより現実的な財政の中長期的計画に

沿って推し進める必要がある。

それらについて考えの一端でも示して欲しい。

１０ １０番 １ ４万人都市復活大作戦の検証について 市 長

四 竈 英 夫 市長は、本市人口４万人の時期を復活させ、賑わい

（一括質問一括 と活力を取り戻すため、平成１９年度から「４万人都

答弁） 市復活大作戦」を掲げ取り組んでこられました。６７

の施策を取り上げ、子どもを産み育て易い環境と、安

心して暮らせる高齢者のための施策、そして白石市へ

の定住を促進する施策等を行ってきました。

しかし、全国的な人口減少の趨勢と、都市部集中と

いう社会現象により、本市の人口は漸減の一途をたど

っております。今後も少子高齢化の傾向は続くものと

思われますが、こうした情勢をどのように分析し、将

来の展望をどのように描いておられるのかお伺いいた

します。

２ 白石城の文化財指定への取り組みについて 市 長

震災により、本市の公共施設は甚大な被害を被りま

した。総額５８～６０億円の巨額の被害であります。

中でも白石城は特殊な建築物であるだけに、被害も大

きく復興にはかなりの予算と時間を要するものと思わ

れます。

しかし、白石城は文化財の指定を受けていないた

め、国や県からの支援が受けられず、市単独で復興を

行わなければなりません。現在、復興のために市内外
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１０ １０番 から、多くの寄付金が寄せられ尊い浄財が造成されて

四 竈 英 夫 います。これらの資金を含め、復興が図られるわけで

（一括質問一括 すが、今後いつどんな形で再び災害に遭遇するかも知

答弁） れません。

そうした将来の不測の事態を想定して、白石城を文

化財としての指定を受けることは必要ではないかと思

います。この際、文化財としての指定を受けるための

取り組みをされては如何かと思いますが所見を伺いま

す。

３ 市道沖の沢郡山線へ通じる市道の整備について 市 長

市道沖の沢郡山線開通以来１年を迎えようとしてい

ます。広く快適な道路で次第に交通量も増え、主要幹

線道路として、今後ますます重要性を増してくるもの

と期待されます。

しかし、本線は整備されたものの、そこに接続する

市道は未整備の箇所が見受けられ、早期の対策が必要

と思われます。途中までは広いがあとは狭くなり、車

両の交差が困難なところもあります。

これらの市道が拡張され幹線と繋がれば、交通の利

便性が図られることは勿論のこと、企業等の評価も高

まり物流も更に活発になるものと思われます。よっ

て、未整備の市道の改修に取り組むお考えがないかお

伺いいたします。

４ 鉢森山トンネル（仮称）の構想について 市 長

先の大震災で各地の道路が大きな被害を受けまし

た。しかし、国道１１３号は奇跡的に被災を免れ震災

直後から、物流と情報伝達のための重要な道路として

その役割を果たしました。

特に仙台市圏と山形・新潟を結ぶ交通の動脈として

の役割は大きく、一時は一般車両の通行を一部制限し

て、緊急物資の輸送に当たったほどでした。周知の通

り、白石小原間は断崖絶壁で、崩落や陥没の危険にさ

らされています。その区間が無傷だったことは、不幸

中の幸いで胸をなで下ろす思いです。しかし、この区

間は大雨が降る度、落石や崩落が続き、幾度となく通

行止めになったことは言うまでもありません。

今後、地震はもとより集中豪雨や不測の事態によ

り、交通動脈が分断された場合、その影響の大きさは

計り知れません。

よって、自然災害等に影響されないトンネルが最も

有効な方法の一つになると思われます。白石から小原

に通じるトンネルがあれば、地域住民の交通安全が図

られることは勿論のこと、物流の面でも安心したルー

トの確保ができます。

確かにトンネルを掘る構想は、壮大な夢のような計

画かも知れません。しかし、夢であっても描かなけれ

ば実現に繋がりません。

今後、県や国に対してトンネル構想を働きかけるお

考えがないかお伺いいたします。
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１１ ２番 １ 中学校の体育授業で「武道」が必修になることに 市 長

伊 藤 勝 美 ついて 教 育 長

（一括質問一括 本年４月から武道が必修化される。柔道、剣道、相

答弁） 撲の３種目から学校で１つを選択して中学１、２年生

の生徒に教えるものです。準備などが比較的簡単な柔

道を選択する学校が最も多いと見られているが、安易

に柔道を選択することは危険だという見方がある。柔

道は事故が絶えないので被害者の会が結成されてい

て、必修化に対する意見書など提出されている。

武道の必修化を真っ向から反対はしませんが、しか

し、今の状況で積極的に推進することには不安がたく

さんあるのではないでしょうか。中学校で武道を必修

化することについての所信をお伺いします。

また、３年生にはすでに必修化されているが、現状

はどのようになっているのか、先生、生徒、親御さん

等に課題問題点はないのか。本市においては必修化に

対してどのような安全対策、対応を講じるのか。所信

をお伺いします。

２ 耕作放棄地について 市 長

耕作放棄地は年々増加している。病害虫の発生や枯

れ草火災など、隣接地への悪影響が心配される。本市

での現状把握ならびに、所有者にどのような対処、指

導をしているのかお伺いします。

３ 空き家対策について 市 長

震災以前から当市において空き家が目立つ状況にな

ってきている。中でも管理されずに倒壊寸前の建物も

あるが、環境・防犯・景観等の観点から関係地区の問

題となっている建物もある。市民生活の環境保全およ

び防犯の街づくりの観点から、主に空き家の適正な管

理と対策についてお伺いします。

４ 地籍調査の進捗状況と今後の対応について 市 長

人に戸籍があるように、土地には地籍があります。

その地籍調査は、国土調査法に基づいて市町村が主体

となって行い、１筆ごとの土地の所有者、地番、地目

を調査し、境界の位置を特定し、面積を測量するもの

です。

地籍調査が終了すると、土地所有者は境界トラブル

の防止やその後の土地取引、相続の円滑化など、ま

た、行政にとっても公共事業の効率化、コスト削減、

災害復旧の迅速化、何よりも課税の適正化が図られる

ことから、早期の地籍調査の完了を望むものです。

調査済みの進捗状況と問題点はどのようになってい

るのか。これからの具体的な地域の調査工程予定と調

査完了予定はいつ頃になるのか。また、調査完了する

までの事業費と実質的な市の負担額はいくらになるの

か。今後の取り組み姿勢についてお伺いします。


